
 

 

周 知 啓 発 活 動 報 告 書 

 

整理番号  

 

所属協議会 
 

 

福岡県 
氏   名 

(推進員の証 №) 

佐々木正文 

（No.４００１８） 

（報告年月日） 

平成28年12月16日 

活 動 内 容 

日 時 平成 ２８ 年 １２ 月 １６  日（金）１３：００～１６：００ 

 

場 所 福岡県糸島市前原南1-17-1 糸島市立前原南小学校 

規 模 小学3年生 106名および担任教諭など10名 

  

 

 

 

内 容 

(共同活動において代表で報告を行う場合は、この欄の下段に他の推進員の氏名と推進員の証№を

記載して下さい。） 

 平成28年12月16日（金）福岡県糸島市立前原南小学校（馬場校長）において10

6名の児童を対象にした電波教室を開催しました。 事務局の指導により、学校長

から九州総合通信局長宛に要請文書を提出し、九州初の大規模な電波教室が実現

しました。 当日は日高主幹教諭の司会で、学校長から分かりやすい理科学習の

説明、九州総合通信局環境課川平監視官挨拶、推進員紹介の後、「楽しい電波教

室」DVDを上映し、電波のいろいろな使われ方やルールを勉強させ、つづいて高田

推進員制作の「はんだずけのごくい」というスライドでやけど等の事故がないよ

うに喚起し、各推進員は児童の手を取ってKIT16jr電池BOX２箇所のハンザ付けを

させました。 児童は生まれて初めての半田付け経験で金属が熱で溶けること、

電池にプラスとマイナスがあることを学びました。 実施した講堂が鉄筋構造で

受信状況が悪く、鳴らないというラジオが続出して推進員は対応に苦労しました。

 小学校は学習時間が厳格に守られおり延長が許されないこと、事故を絶対起こ

させてはならないこと、予備の教材は十分に用意することなど推進員自身もよい

経験をしました。 

  

協同推進員：40005水尾長文、40012百崎節男、40019高田 光、40025廣田 實、 

40026宇都耕一、40027林 道夫、40029原田國廣、40030波多勝博（敬称略） 

  

配 布 物 （内容・枚数） 

 
印刷物 

ポスター1枚 

 

 
その他 

KIT16jr ICラジオ106台、絆創膏106個、ティシュー106個 

提 携 先 

所 属 

相手先 
（一般社団法人）日本アマチュア無線連盟福岡県支部  

事務局が会場準備等を行い、地域の推進員が共同で周知
啓発活動を行った場合は、活動に参加した推進員１名が代
表で報告することができます。 



 

 

 

講 評 

 

（成果）学校長の要請により、九州総合通信局および九州電波適正利用推進員協議会事務局長の協

力で小学3年生106名全員に電波教室を学習させることができました。実施までには糸島市中田ボラ

ンティァセンター長、馬場校長、稲月教頭、日高主幹教諭、3学年担当各教諭のご理解と協力があ

りました。 

 

（反省点）対象人数が多勢で推進員の動員が困難でした。 事前に鉄筋講堂内で受信テストをすべ

きでした。 KIT16jrイヤーホンが壊れやすく事前準備に不手際がありました。 

 

 

（注）整理番号記入欄（電波適正利用推進員は記入しないで下さい。） 

 


